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開発部業務日報
1. 業務内容		新規プロジェクト「AI最適化システム」の仕様打合せのため、株式会社△△（製造業大手）の技術開発本部長・田中様のもとへ訪問
本日午後2時より、弊社東京オフィスからオンライン会議を実施し、持参した詳細仕様書、プロトタイプデモ動画、導入効果シミュレーションデータを共有。主な議題は以下の通り。
· 競合他社AIツール（例：SAPやOracleの類似システム）との性能差（処理速度30%向上、コスト20%削減の実績データ提示）
· 同社工場ラインでの実運用シナリオ（リアルタイム在庫管理・予知保全機能のデモ）
· 初期導入費用、年間保守契約の見積もり提示（初年度総額5,000万円規模、ROIは18ヶ月で回収可能）
· カスタマイズ要件のヒアリング（同社独自のMESシステムとのAPI連携、セキュリティ強化オプション）
これらを基に、3ヶ月以内のPoC（概念実証）実施を提案し、スケジュール調整を進めた。
2. 進捗 	技術ニーズの明確化とPoC合意
これまで同社のAI導入意向を漠然と把握していたが、本日は具体的な痛み点（生産ラインのダウンタイム多発、在庫回転率低下）を詳細に聞き出し、マッチする弊社ソリューションの優位性を証明できた。
結果、PoCフェーズへの移行で暫定合意を得ており、次回（4月20日）までに詳細要件定義書を提出する運びとなった。新規大型案件の足がかりとして、成約確率を70%と見込む。
3. 所感	 今後の製造業DX市場動向と戦略
製造業のDX需要は、2027年以降さらに加速が見込まれ、特に中小規模工場でのAI予知保全ツール導入がトレンド化している。当社としても、今回の△△案件を成功モデルとし、他社への横展開を強化すべき。
競合との差別化のため、さらなる精度向上（機械学習モデルの継続学習機能追加）と価格競争力強化を図り、年間受注目標2億円超を達成するための営業・開発連携を推進したい。
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